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論文審査の要旨（400字以内） 
論文のタイトルは「Correlation between response to chemotherapy 
withconcomitant bevacizumab for hepatic metastasis of colorectal cancer 
and degree of enhancement using contrast-enhanced computed tomography
（大腸癌肝転移の CT 造影効果とベバシズマブ(以下 BV)併用化学療法効果の関
連） 」である。 
【目的】大腸癌肝転移に対して、近年分子標的薬が臨床応用されているが、
薬剤の選択基準や効果規定因子は明確ではない。BVは血管成長因子を阻害する
ことで、血管新生を抑制し、血流を反映する造影 CT との関連が推測される。
著者は CT 造影効果が BV の効果を規定するか否かを検討した。【対象と方法】
対象は大腸癌肝転移 35例、うち BV併用群 20例、BV併用なし群 15例であっ
た。MDCT で肝転移巣の化学療法前後の画像を評価した。【結果】臨床病理学
因子と BV投与の有無に関連はなかった。化学療法後、BV投与と非腫瘍部の造
影比に変化はなかったが腫瘍部では BV 群の造影比は低下していた。更に BV
群では腫瘍部造影比の変化に相関がみられた。BV群では造影比と治療効果に相
関がみられた。また高造影群の縮小率は BV 群 29.6%と高く、低造影群では治
療効果に差はなかった。【考察、結論】BV の血管新生阻害を反映し、BV 併用
例では治療後造影効果が低下し、造影効果が強い腫瘍ほどその変化は大きかっ
た。従来の報告では投与後の変化を検討しているが、この研究では投与前の造
影 CT の腫瘍造影効果と治療効果に相関がみられたことから、肝転移の CT 造
影効果は BV併用治療の効果予測因子として期待される。 
 以上、本論文は基礎的および臨床的に極めて価値ある論文である。 
 
 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部大
学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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